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江崎さん+ポンポコの皆さんの

汗と涙の共著を受け取りました。待

望の書です。私もこの際外環につい

てこの”待望の書”をテキストに初心

に還って考えてみたいと思います。

どのページも皆様の息遣いが感じら

れます。道路問題を真剣に考えてい

る人にとって最高のバイブルとなる

ことでしょう。／杉並・男性 
 

今、本を読み終えたところで

す。１７７～１７９ページに記載されてい

る「提出資料」には「すごい量だな

あ」とビックリしました。本の中で多

くの作業をされたことが書かれてお

り、内容も充実しているはずと確信

致しました。試しに国土交通省のホ

ームページで、埼玉県に関する資料

を一つだけ眺めてみました。こんな

にキレイにまとめた資料を提出した

のかと驚くと同時に、あらためて、大

変な努力をされたのだなあと感心

致しました。／世田谷・男性 
 
  この本を読んで、どんなに元気

づけられたか。以下が絶賛の内容で

す。①外環の幅広く、奥の深いテー

マにもかかわらず、はじめに専門家

をフル活用した筋の通った方針、無

駄のない活動、その過程の一つ一つ

に実績と成果を出し、しっかりと分

析、認識している点に、改めて脱帽

です。②私が一番勇気づけられ、確

信を持ったのは、「おかしいな、本当

にそうか？」と感じ、考えたとき、そ

の道のプロでなくても、一点を追求
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していくと見えてくるものがあると

いうことです。おかしいと思った自分

を信じて、面倒くさがらず、焦らず、

怯まず、確認する行動です。一人一

人が確かな目を持ち、行動できた

ら・・・。国が提示した資料の数々の

「からくり」を指摘できたのは、見事

です。痛快です。③ＰＩ会議を傍聴して

いた時には、断片的にしか見えなか

った江崎さんの意見の全貌が見え、

２０００年からの一歩一歩の足跡が、

はっきりとわかります。時間を惜しま

ず、徹底した調査に裏付けられた貴

重な資料です。またどう動いてよい

かわからない人にとっても、道しる

べとなる本です。④活動してみると

山あり谷ありですが、「誰かがみて

いる。評価してくれるかもしれない」

という高い視点での物の考え方を

ベースに、あきらめず、ひるまず、

淡々と活動を続ける姿勢にも胸うた

れました。／三鷹・女性 
 

次々とお祝いの言葉、感謝の言

葉、お褒めの言葉が届いておられる

事と思います。各エリアで核となって

頑張っておられる皆さんに参考とし

てプレゼントさせてもらいましたが

早速「この本は素晴らしい。区議の

皆さん、その他関係者の方々にも読

んでもらうつもり」との事で、追加の

注文依頼が有りました。／杉並・男性 
 
  先日購入した本、凄いです

ね！とにかく根気よくまとめている

のに驚いています。よくエネルギー

が続いたと・・・。特に時間価値、業務

と私用目的に差がない扱いは納得

できません。／世田谷・男性 
 

弁護士を目指しております。無

事、弁護士になれた際には環境関係

の訴訟を手がけていきたいと考え、

長崎県・諫早湾やゴミの不法投棄現

場となった香川県・豊島、日光太郎杉

や国立マンション、愛知県・設楽ダム

など実際に現場にも足を運びまし

た。そして、道路はもちろん、ダム、ゴ

ルフ場の問題など、予想以上に難し

い問題なのだと痛感している次第

です。そのような中、この本を読ん

で、仕事や家事をしながらでもこの

ように素晴らしい活動をされている

人がいるのだと知り、本当に勇気づ

けられました。／練馬・男性 
 

大変興味深く、かつ大いなる

共感を覚えました。根本的には、国

民の民度の問題で、あくなき利便性・

快適性の追求の結果、と思います。し

かし、そんなことを言っていても前

進しません。遠回りでもコツコツ地味

な努力の積み重ねをするしかない

のでしょう。皆様の活動が世論を動

かし状況が少しでも改善されること

を願ってやみません。／千葉・男性 
 

将棋の駒を一つ一つ進めるよ

うな手堅い市民運動はとても参考

になりそうです。拝読後は行政や環

境部門で取り組む方々に薦めたいと

思います。／神奈川・男性 
 



私は大学で都市計画を教え

ていますが、理念と現実があま

りに乖離していることにショック

を受けています。市民が学習を

して地域を知り、専門的知識を身

につけていくこと自体にも大き

な価値があると思うのですが、

残念ながら今の行政にはこのこ

とを評価し、制度として位置付け

ていくスタンスがありません。あ

きらめずにできることを続ける

しかありません。／埼玉・男性 
 

国が提示している資料がい

かに都合よくつくりあげられたも

のであるのか、その怖さを感じる

とともに、私達が正しい判断を

するには、本当にそうなのかを

よく考える必要性を感じました。

手間隙をかけて集計されたデー

タは、事業の行く末が予見され

る貴重なものであり、市民が考

える際に非常にわかりやすい資

料だと思います。／京都・女性 
 

これだけのものを書かれた

パワーに感心します。道路をつく

れば車が増えるのは常識と思い

こんでいましたが、アカデミズム

の世界の話に過ぎないことを思

い知らされました。安倍首相はＣ

Ｏ２排出量の半減などと言ってい

るそうです。市民も何となく賛成

するのでしょうが、だから外環を

つくって走行速度の改善を！と

なりかねないところが怖いとこ

ろです。きちんと検証することが

大切です。／京都・男性 
 

いやあ、コンサル泣かせの

本ですねえ。本当に普通の人で

すか？普通の人にこんなことで

きるはず無いんですが・・・。一般

市民にこんなことされちゃ大変

だ。／環境調査会社・男性 
 

市民運動の現在の地平を感

動を持って読みました。しかし、

かってより益々運動が難しい時

代になったことも痛感せざるを

得ません。対案のない反対はだ

め、とは誰が言い出した言葉で

しょう。これは、明確にイデオロ

ギーに基づく、未権利者への弾

圧のキーワードです。対案を作る

のは権力を持ったものの役割

（それが権力の特権）。力のない

ものが対案を作れるわけがない。

しかし実際には、権力を持つもの

は熱意が薄いので、住民の素朴

な案にも対抗できないというの

が、この本に書かれていること

だろうと思います。／エンジニア 
 
ブログ 最初から「賛成」とか「反

対」「条件闘争」ではなく、客観

的に事実のみを徹底して点検す

るスタンスは今後の日本の市民

活動の方向性を示しているもの

だと思います。本のなかでは、誘

発交通などにより既に開通して

いる外環道周辺の生活道路では

交通量や事故が増えている事が

わかりました。道路をいくら造っ

ても一時的な効果しかなく、便

利になれば誘発交通により、い

ずれ環境悪化を起こすことの危

険性をこの本では指摘していま

す。結局、自動車に依存している

間は根本的な解決にならないと

いうことでしょう。／ＮＰＯ・男性 
 
ＨＰ  鳴り物入りで開催されてい

たはずのＰＩであるが、実態とし

てはおよそＰＩの体をなしていな

い。そもそも道路を作る側であ

る行政がＰＩの事務局をしている。

事務局として出してくる資料は、

道路の必要性を強調するものば

かりであり、これを住民が検証す

るために要求するデータ等は出

さない。住民が度重なる情報開

示請求や、各所に足を運んでヒ

アリングや勉強、資料収集を行

ない検証して分かったことは、

行政が出してくる資料がでたら

めであることだった。平日は仕事

をしながら、現地を歩き、専門家

等を探し出しては話を聞き、勉強

を重ね、膨大なデータを収集、分

析して、行政の出すデータおよ

びその解釈（交通需要、迂回によ

る通過交通削減効果、経済活性

化、大気汚染改善効果等）の誤り

を、将来予測と過去の事例、実績

の検証を持って指摘されており、

その努力は並々ならぬものであ

る。／研究所・男性 

書評  読んでいて疑問が募るの

は、なぜここまで個人が努力を

払わねば外環を論じるための検

討資料ができないのだろうかと

いうことだ。国も都も、何を基礎

資料として外環の計画を進める

にいたったのだろうか。企画段

階からの市民参加をうたう国交

省のＰＩ方式が結果としてガス抜

きに終わっている現在、これから

の公共事業がこの本を素通りし

ていくことはできないと信じて

いる。／学会誌『環境技術』７月号 
 
書評  この記録は多くの意味で

貴重だ。公共事業における日本

初のパブリック・インボルブメント

（ＰＩ：市民参加）がどう行なわれ

たかが、市民の目で記録されて

いるからだ。行政側が本気でＰＩ

を実施しようと思ったときには、

市民にとって何がハードルとな

るか、どう支援すべきかを考える 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大きなヒントとなる。また、市民

活動に携わる者にとっては、専

門家も顔負けの著者の情報収集

と分析能力に勇気を与えられる

だろう。ただし、費やした膨大な

エネルギーや時間が行間からに

じみ出てきて気が遠くなるかも

しれない。逆に専門家やマスコミ

がいかに役割を果たしていない

かを痛感させられる。たとえば、

過去の道路計画で行なわれた交

通需要の予測と現実の乖離の緻

密な検証、現在採用されている

予測手法のおかしさ、日本で通

説視されている道路事業のさま

ざまな事柄が世界では違うこと

など、常識を覆す数々の事実を

具体的に教えられるからだ。最

後には、一市民として制約があ

る中、できることをすべてやった

さわやかな充実感が伝わってく

る。／『週刊金曜日』７月２７日号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 書籍『公共事業と市民参加』入手方法 
郵便振替で下記の金額をお振込みください。 
入金確認後、書籍をお送りいたします。 
 
＜郵便振替＞ ００１６０-４-６５６２１１ 「喜多見ポンポコ会議」 
 
ポンポコ会員＝１８００円／冊（本体価格の１割引、税・送料サービス） 

〃 非会員＝２０００円／冊（税・送料サービス） 
※ 通信欄に書籍名・冊数など内訳をご記入ください。 
※ 同時に会費（年１口１０００円以上）を入金いただければ会員

価格で結構です。 


